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根井雅弘
かつてあるマ シ守ル研究家は， Iはっきり間違うよ bもぼんやりと正しい方がよ
ぃ」というウィルドン・カーのモットーは，またマー γャルのそット}と言ってもよい
かもしれない，と述べたことがある。 CG.F. Shove，“The Place of Marshall's Prin目
citles in the Developm目立 ofEconomic Theory". Ecσno問 icJr.印.trnal，Vol. 52， De-




日本経済新聞社， 1972年， 82ページ。〕と述べ， 理論家としてのマーシ守ルの力量を割
引く考えを持っているようである。














































Piero Sraffa， "Sulle Relazioni fra Costo e Quantita Prodotta "， Annali di Eco叩 mta，
















るであろう。J(Alfred Marshall， Industry and Trade， 4th euitiun， 1923， p. 397永













は，マーン十ノレ体系の核心士，需給均衡理論古展開した第5編であるととらえτいる。. . .  
経済分析の歴史とL、う観点からは. ~原理』の中で第 5 編がもっともすぐれていること
を評者は否定しないし，後世に残ったDもその第5編であった。しかし，マ-:/ャル自
身は，第5編は予備的なもりであり，構成は第6編「国民所得。分配」からはじまると
考えていたのである。 (AlfredMarshall，“Distribution and Exchange ヘEconomic
Journal， Vol. 8， 1898.) 
とすれば，マー γャル体系にとっての第6編の持つ意味をもう少し掘り下げる必要が
あるであろう。そ白点で重要となってくるのは，マーシャノレが分配論を草視したミノレか
ら経済学の研究をはじめたこと，企業者階級へ由経済騎士道心教育と労働者。社会教育
とを軸として国民分配分を増加させるという経済進歩に彼が期待をかけたこと，したが
って古典派経済学D賃金基金説の批判を企てたことであるように評者には思われる。思
想的な影響から言えば，ダーウィンやスベンサー流の進化論思想がマーシャルに及ぼし
たインパクトも無視する ζ とはできない。以上白すべ亡が，ライスマンり叙述には欠け
ている。
すでに述べたように. 19世紀から20世紀にかけて白世紀白変わり目に，アングロ=サ
クソン諸国の経済学界を支配したのは，マーシャル白権威であった。したがって，マー
シャル研究家は，マーシャルがその権威主確立していく過程とそD権威が崩壊していく
過程を解明するとL、う課題を果たすことを要求されているのである。
ライスマンのこの研究書は，マーシャルについてり網羅的な知識を与えるという長で
は充実した内容を有する書物である。評者はそ白努力を深く尊敬するもりである。しか
しながら，マーシャル経済学の体系のグリアな提示をもとめるような読者に対しては，
少しく不満をおぼえさせる書物であるかもしれない。
